
授業科目名 担当講師名 対象学年 
障害の理解Ⅱ 永井 幹丈 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 １（30） ２年生教室 前期  不定期  不定期 

実務経験 本科目は、精神保健福祉士として実務経験のある教員による講義。 

授業のキーワード 知的障害、精神障害、チームアプローチ 

到達目標及び及び 
事前学習 

介護と医療の連携をふまえた実践力の向上を前提として、障害のある人の

心理や身体機能を理解し、地域や家族を含めた障害のある人の生活支援に

ついて学ぶ。 
授業計画（コマ） 授  業  内  容  

１ 知的障害とは① 

２ 知的障害とは② 

３ 精神障害とは① 

４ 精神障害とは② 

５ 高次脳機能障害とは① 

６ 高次脳機能障害とは② 

７ 発達障害とは① 

８ 発達障害とは② 

９ 難病とは 

１０ 障害の基礎的な理解 

１１ 地域のサポート体制 

１２ チームアプローチ 

１３ 連携と協働の基礎的な理解 

１４ 家族への支援とは 

１５ 家族の介護力の評価と介護負担の軽減 

１６ まとめ（終講試験） 

履修上の要件  

教材、参考書 教科書｢障害の理解」（中央法規）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等  

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


